








　13：00 ～ 13：05 塚原　史（早稲田大学會津八一記念博物館館長）
【趣旨説明】
　13：05 ～ 13：10 徳泉さち（早稲田大学會津八一記念博物館助手）
【基調講演】　「書を再視するためのノート」
　13：10 ～ 13：50 丹尾安典（早稲田大学文学学術院教授）
【発表１】　「男らしさの表象としての書」
　14：00 ～ 14：25 徳泉さち（早稲田大学會津八一記念博物館助手）
【発表２】　「戦時・占領期における書教育」
　14：25 ～ 14：50 志邨匠子（秋田公立美術大学教授）
【発表３】　「書とコピー文化」







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ド（Herbert Read）の A Concise History of Modern 
Painting （1959）という本の中で紹介されていく。つ
まり、前衛書は西欧のモダニズムにたやすく回収され
ることが可能だったと言えると思います。
前衛書の背景には、因習的な書道界に対する不満が
あって、書の解放を求めたことにあります。しかし、
一方で書教育で重視されたのはそう言った芸術性では
なく、戦時中も戦後も今まで見てきたように実用性で
あったり、情操教育と言った精神性でありました。書
体についてもバランスの取れた端正な書体が美しく正
しいとされ、顔真卿の書風は書きにくく俗悪であると
されました。そういう意味で、前衛書の上田桑鳩や井
上有一が顔真卿を好んで臨書したというのも頷ける話
かなと思います。
明治13年に楊守敬が日本に来て、漢魏六朝の拓本を
たくさん日本にもたらしています。鳴鶴は六朝書道に
強い関心を示して研究を行いました。鳴鶴に影響を受
けた書家は大勢いますが、例えば丹羽海鶴もその一人
です。しかし、海鶴は初め六朝書を学びますが、次第
に初唐の楷書、特に楮遂良に傾倒してゆきます。海鶴
門下の鈴木翠軒や井上桂園が教科書の筆者に採用され
ますが、それらが初唐風のスタイルであったことはこ
のためです。しかし、また彼らの書風が菱湖風よりも
骨格のしっかりした書体であったことは、六朝書道を
一旦経由したためであるとも思われます。
昭和25年に出版された『国語の書き方』の教科書を
見てみると、戦前の書家たちが関係していることに気
づきます。西脇呉石は国定教科書の第三期を担当した
書家であり、菱湖風の村田海石に学んだ人物でした。
石橋犀水は、顔法の教科書を批判し、海鶴門下の井上
桂園を採用した人物です。私たちが上手だと感じる
書は、教科書に採用された初唐の楷書に基礎を置いた
ものであったと言えるでしょう。そして、それは芸術
というよりは実用的で情操を陶冶するということが重
視されていました。もし、長三洲や日高秩父のような
顔法の書風が引き続き採用されたなら、あるいは、中
林梧竹のような芸術家肌の書風が受け継がれていった
ら、上手な書という概念は全く異なっていったはずで
す。現在、書に対する興味が失われている一つの原因
は、書教育で重視された実用的な書風にあると言って
も良いでしょう。あるいは豊道春海の「書道は決して
芸術ではない。書道は道なのである」という言葉に表
れているように、書が絵画やあるいは美術や音楽より
も高みに存在するとすれば、それもまた別の次元で書
を分かりにくくしているように思います。少し長くな
りました。以上で発表を終わります。
図５ 『墨美』創刊号表紙　昭和26年
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書とコピー文化
橋　本　栄　一
東京学芸大学准教授
橋本と申します。よろしくお願いします。
早速ですが、まず現在の書を取り巻く状況の確認か
ら話を始めていきたいと思います。さきほど、ハンド
ライティングのお話が丹尾先生からありましたが、私
の話の中で「書」という場合は、毛筆の書のこともあ
りますし、硬筆の書のこともあります。まずはそこか
らはじめていきたいと思います。
私の発表のサブタイトル、「書を取り巻く環境と毛
筆書の終焉」というと、少し刺激的かもしれません
が、あえていうならば、毛筆書は既に終わってしまっ
ているのです。毛筆書の終焉といった時には、例え
ば、日常で毛筆を使わなくなったり、稽古ごとで書を
習う人が減少しているなどということを思い浮かべる
のではないでしょうか。実は、それ以前に文房四宝、
すなわち筆墨硯紙のことですが、その製造が日本国内
でかなり厳しい状況になっています。
ほとんどの筆は、先日豪雨災害で大きな打撃を受け
た広島県の熊野で作られていますが、深刻な後継者不
足に悩まされています。墨も固型墨という伝統的な墨
に関しては、今奈良で九人ぐらいしか職人さんがいな
い。あとは、鈴鹿に親子で墨をつくっていらっしゃる
方がいて、それで全部です。つまり、十数名で日本の
固型墨の90％をつくっているということになります。
それから日本画の人が心配していたのですが、国産の
膠がつくれなくなってしまいました。後継者という
か、別の業者の方が膠をつくり出しているのですが、
どうも使い心地が違うらしいという話も聞いていま
す。硯は、もう日本ではほとんど作っていません。雨
畑というところに硯石を採掘する坑道があります。昨
年、ゼミの学生たちと一緒に見に行ったのですが、今
ではもっぱら観光のための場所となっていました。そ
れから、宮城県石巻市の雄勝というところ、東京駅の
屋根瓦を葺いた石で有名なところがあります。東日本
大震災で被害を受けて一時は大変なようでしたが、今
ではだいぶ復興はしているようです。しかし、そもそ
も硯の需要が減少してかなり厳しい状況です。さらに
紙ですが、これはほとんどの産地で後継者不足のよう
です。
最近、墨について職人さんに聞いてわかったことが
あります。これは私の感覚にはなかったことですが、
墨は煤と膠でつくります。そして、それを固める木型
というのがあるのですが、その木型をつくる職人さん
が現在日本に一人しかいない。その方は八十代後半ぐ
らいらしいのです。今は、お弟子さんができたり、墨
屋さんの方で社員を弟子入りさせたりしているという
ことです。
こちらにあるのが墨の木型です（図１）。墨の木型
とはこのようなもので、組物になっています。恐らく
シンポジウム― 発表３
図１　墨の木型
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神戸にある湊川神社の「大楠公湊川碑」を記念してつ
くった墨だと思います。この石碑の碑陽と碑陰が彫刻
してあるのです。見事な彫刻です。このような技術が
継承されなくなるということは実に残念なことです。
筆に使われる毛についてですが、原毛屋さんという
方がいて、獣の毛を取るわけです。日本には、以前か
ら原毛屋さんはいなくなっています。中国でもやはり
原毛屋さんが少なくなってきて、筆用の毛を確保する
というのが難しくなってきているようです。このよう
な書に関するハードのところから外堀を埋められてい
るという状況があります。
次に、習い事としての書について見てみましょう。
これは『レジャー白書』という統計です。私の方で加
工してありますが、オレンジ色の線が実際に書道の活
動に参加した人口を示しており、このブルーの方は活
動に参加したいと思ったけれども実現していない人達
です。この調査は、2009年からインターネット調査に
なって突然、数字が上がりましたけれども、右肩下が
りであることは間違いありません。ピークは1992年の
760万人。実は私の記憶だと四十年前ぐらいは書道人
口一千万と言われていたのです。実は2016年、一昨年
ですけれども、ついに300万を割って260万人という書
道人口になりました。つまり、需要は確実に減少して
いるということになります。
志邨さんのお話でもありましたが、教育といいます
か、日本の文字行政を見てみると、文化庁が平成28年
２月29日付で「常用漢字表の字体・字形に関する指
針」というものを出しました。書教育に携わる人たち
は騒がないのですけれども、大変に深刻なことを言っ
ているわけです。
先ほど、丹尾先生が「飛」という文字の筆順の紹介
をされました。さて、皆さん「天」という字を書くと
き、どう書くでしょうか。筆順に関してはあまり差が
無いと思いますが、字形については、一画目を短く書
く、逆に一画目を長く書くという人がいると思いま
す。スライドの資料を見ていただくといろいろな書き
方があることがわかります。もちろん手書きの場合は
バリエーションがあっていいのですが、多くの人は美
しく書いたり、整えて書いたりすることを意識するで
しょう。
ところがこちら側の資料ですけれども、「空」とい
う字です。これは正しい文字、これは正しくない文字
という区別をしているのですが、簡単に言うと文字の
骨組みである字体が正しければよい。具体的には、そ
の文字として読めればよい。このことは、手書き文字
の規範を放棄したということになるのです。皆さんの
中には、小さい時に国語の漢字テストで苦しめられた
方がいるのではないかと思います。ここの部分は払え
とか、止めろとか、くっついてないなどと指摘された
のではないでしょうか。しかし、今回の指針では、そ
のような字形の要素はどうでもいいと公式に宣言され
たことになります。
今後、文字を美しく書くとか、整えて書くとかとい
うことについて、この指針の中では心構えの問題であ
るとされているのです。整えて書きましょう、美しく
書きましょうという態度が大切である説明されている
のです。これは後々に、ボディブローとして効いてく
るのではないかと思います。
これもまた志邨さんの資料にありましたが、江戸時
代までは筆で字を書いて、文字の意味と形を覚えるこ
と、それが一体だったわけです。ここに示した御家流
で書かれた『庭訓往来』という寺子屋での定番のテキ
ストで子どもらは文字を習いました。これは、文字を
覚えて生活に活かす実用と文字の美しいかたちを同
時に学ぶ、いわゆる文字の「用美一体」ということを
学んでいるともいえます。多分このことは、書の本質
に関わることなのだと思います。先ほどの御報告にも
あった、前衛書というのは、文字には用があるから、
芸術になれない。だから用を捨てよう、美だけに特化
しようという運動だったとも捉えられます。
では、書の大きな転換期である、明治時代に焦点を
当ててみましょう。スライドの写真は、明治時代の教
室の様子を復元したものです。京都市の学校博物館と
いうところなのですが、机の上には筆も硯も一切あり
ません。あるものは石板と石筆です。これを今の子ど
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もらはタブレットと思ってしまうらしいのです。それ
から二宮金次郎はスマホをやっているというので危な
いといって、学校から撤去する理由にもなったらしい
のです。明治時代の子どもらは、こういう真っ黒なス
レートにロウ石で文字を書いたり、数字を書いたりし
て勉強していたわけです。
やがて明治の割と早い時期に、教室の中にノートと
鉛筆が入ってきます。つまり明治時代は初年から硬筆
の文化なのです。そのようなことから、少なくとも学
校教育では、この時点ですでに用美一体の毛筆の書は
終わっています。
先ほど国定教科書のお話がありましたけど、国語と
いうとスライドにあるこちらの教科書で勉強するわけ
です。一方こちらは、毛筆による書き方手本のいわゆ
る「ノメクタ本」というものです。つまり国語の教科
書と別立てで書き方手本というものがあり、それは現
在、国語の教科書があって、さらに書写の教科書があ
るのと同じでようなことです。書き方の目的は、私も
志邨さんと全く同意見で、情操という部分、または教
える側の人たちのノスタルジーみたいなところで、何
とか毛筆を残そうとした結果であるように思います。
ところで、個人的な感想なのですが、毛筆が上手に
なったからといって硬筆が上手になるものでしょう
か。これはちょっと問題です。なるとおっしゃってい
る方達もいます。私は大学の書道科に所属し、27年間
教員を続けていますが、それらに相関性があるのかと
いうとよくわかりません。逆のことはすぐにわかると
思うのですけれども。硬筆が上手いからといっても、
必ずしも毛筆が上手いわけではないですよね。書教育
の世界では、相関性があるということになっています
が、個人的な気持ちではやはり大きな疑問が消えませ
ん。
それでは、今日の私の本題に入りたいと思います。
書とコピー文化という題名、皆さん聞いてなんか変だ
なと思われた方もいると思います。書文化とコピーと
か、書文化におけるコピーというのがよいのではない
かとおっしゃる方もいらっしゃると思いますが、私の
イメージだとコピーという、模倣をしたり写したりと
いう行為の中に書が浮かんでいるというか、はまって
いるようなイメージがあります。ですから、コピー文
化というところを主として考えています。
具体的に書に関するコピーについてみていきたいと
思います。これは2000年に長年甲骨文、金文を研究さ
れてきた東京大学の松丸道雄氏が発表された論文(松
丸道雄「殷代の学書について－甲骨文字における“習
刻”と“法刻”－」『書学書道史研究』第10号、書学書
道史学会、2000年）です。甲骨文とは、亀の甲羅や牛
の骨に占いのことばが刻まれているものなのですが、
それらの中には占いをおこなっていない甲骨文も結構
あるそうです。松丸氏は、それらは何のために刻され
たのかということを研究されました。甲骨文は、貞人
と言われている人たちが文字を刻しますが、松丸氏
は貞人にも必ず初心者がいるはずだと考えました。ま
た、それに対して文字を刻す習熟者もいるはずだ、と
いう仮説のもとで甲骨文を見てみると、どうもお手本
と覚しきものと、それを学んだ手習いの文字が刻まれ
たものとに分類できると述べておられます。また、お
手本として刻したものを法刻、それから手習いしてい
る部分のことを習刻という語で表現されています。
スライドにある干支の甲骨文は、時間や方位など
様々なことを表し、殷王の名前にも必ず十干がつきま
すから、殷王朝にとって極めて重要な文字でした。松
丸氏は、新米の貞人らが一生懸命干支の刻し方の勉強
していたのではないか、というように想像されます。
松丸氏によると、干支が上手になってくると、次はス
ライドにある殷王朝の家系図のようなものの練習に進
んだのではないかと考えておられます。
ここで確認しておかなければいけないのは、書に
は、それが誕生した瞬間から用と美が一体。つまり当
時の意味や美的な感覚の規範が存在しているのです。
その規範がその時代により、またはもう少しパーソナ
ルなもので変わっていきますが、やはり文字というの
は言葉ですから、伝わらなければ話にならない。とす
ると、その時代なり地域なりで共通の規範に基づいて
書かれたものでないと用をなさないということになっ
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ていく。そういうところで規範を学ぶということが大
事になってくるわけです。
次に、スライドの木簡は、習字簡と呼ばれるもので
す。これは居延漢簡、前漢の武帝期から後漢の一世紀
ぐらいまでのものなのですが、見ていただくと、この
一番左の簡は全部「以」の文字を練習しているわけで
す。それから真ん中の簡は、地面の「地」だとか、
「延」だとかの右払いを練習しています。書を習った
ことがある方は、右払いでまず躓いたのではないで
しょうか。筆を右下に運びながらだんだん開いていっ
て角度を変え、また徐々に閉じる。結構これが難しく
ておそらく漢代の人にとっても右払い、これは波磔と
いう特別な右払いですけれども、難物だったのだろう
と思います。ですから、習字簡の中でこういう右払い
を練習しているものをよく見かけるのでしょう。
これらのことから、文字は誕生の頃からその当時の
規範をコピーしていた。特に手書きの毛筆の文字は同
一人が書いても、二度と同じことはできないが、ひた
すら規範のコピーを目指す。そこでおもしろさも生ま
れてくるし、楽しさも生まれてくる。その技術を磨い
て、やがて君子の芸たる書へと展開していくと言え
るでしょう。これはきょう、徳泉さんがお話していた
書はマッチョな男性性が特徴ということ、つまり男性
の支配者層である君子での芸であることと関係してい
ます。もっとも男なら誰でもいいわけではない。まし
て、女、子どもは君子には入れないということも書の
特徴になるわけです。
ここでコピーについてより具体的なことを話してい
きますと、書をコピーしていく、模倣していく場合は
「臨」と「摸」という二種類の方法があります。これ
は、日本でも中国でも厳密に区別せずに使われてい
たのですが、北宋の時の黄伯思という人が『東観余
論』という本の中で臨と摸について、このようにまと
めています。臨は古人の書を参傍らにおいて見て書く
こと。通常お手本を見て書きますよね。そのことを言
います。摸は古人の書に紙をかぶせて、写すこととい
うことで、これは日本であまり行われてこなかったの
ですが、最近では小学校の書写の教科書でもなぞり書
きというのがあって、この摸をやらせることになっ
ています。中国では現在でも書を勉強する時の技法と
して使われています。後の南宋の姜夔という人が『続
書譜』の中で、臨書は形は取りにくいが、筆意を得や
すい。摸書は形は取りやすいが、筆意を失いやすい。
臨摸するときに原本のわずかなところを写し誤ると、
原本の真意とは異なったものとなってしまうと述べて
います。これは、逆を返せば完全なコピーには真意が
宿るということになるでしょう。例えば、正倉院御物
の中にある「喪乱帖」という唐の王朝がつくった精巧
なコピー本を宝として日本の王朝に下賜するといよう
なことが行われるわけです。それは原本ではなくてコ
ピーしたものだからということだけで下賜するので
はなくて、大切な宝だから贈るということです。つま
り、コピーにそれだけの価値があるということの証左
ではないかと思います。
先ほどもお話が出ました「蘭亭序」という作品があ
りますが、実は蘭亭序は大量に存在します。スライド
に有名どころを挙げてみました。これらは双鉤填墨と
いう摸本、コピー本です。また、こちらのものは臨本
と言われていますから、たぶん真跡と信じられていた
蘭亭序を傍らに置いて書いたものでしょう。それか
ら、またこういうものを元にして、木や石に刻して拓
本にしたものなどさまざまな蘭亭序が生まれていま
す。中でも「定武本」と呼ばれるものは、中国では評
価が高いのですが、日本だとこの「八柱第三本」とい
うよく見えてかっこいいものですけれど、これがどう
も人気が高いらしいです。いずれにせよ、蘭亭序をは
じめ、王羲之のオリジナルというものは一本も存在し
ていません。全てが臨摸の方法によるコピーです。た
だし、日本でも中国でも書の中心は、王羲之であるこ
とに間違いありません。つまり、真ん中が空っぽな状
態であるということが、逆にいろいろな想像力を生む
のかもしれません。
スライドのこの写真が八柱第三本の全体なのです
が、全編双鉤填墨によるコピー本です。ぱっと遠くか
ら見ると肉筆じゃないかと思うぐらいに、よくできて
います。コピーの具体的な方法を見てみますと、スラ
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イドに示したこの文字が双鉤と言われる籠字です。こ
れに原本に忠実に墨を塗っていくと双鉤填墨になって
いくわけです。先ほど見ていただいた八柱第三本とい
うのはこの状態のものです。面白いことに唐の王朝
は、王羲之の書を使って、新たに太宗御製の聖教序を
刻した石碑をこしらえていくのです。今だといろいろ
なパソコンのアプリを使って作っていけるのですが、
その当時ですから大変に手間のかかる作業だったで
しょう。王羲之の書中に無い文字もあるわけですが、
その文字を他の文字の偏と旁を合わせてなんとか作っ
ています。そのようにして作ったものですから、上下
の文字の筆意、筆脈は、失われている箇所も多く見ら
れます。それを何とか苦労してそれらしくこしらえ
て、石碑にしたものが「集字聖教序」と呼ばれるもの
です。集字聖教序の中に見られる「崇」という文字
は、蘭亭序の中の崇山から集字したものとされていま
す。蘭亭序の八柱第三本には、崇という文字の山のす
ぐ下のところに短い横角が見えています。これは他の
蘭亭序に見られない特徴とされています。集字聖教序
の中にこの短い横画があるということは、唐の内府
にこの八柱第三本に相当する原本があって、それをそ
のままコピーしたからなのかもしれません。そこら辺
のことははっきりとはわかりませんが、書におけるコ
ピーというのは、規範になるような根拠はちゃんとあ
るということだろうと思います。
具体的にそのコピーの技術を見ていきますと、この
ぬりつぶし、塗抹と言われる部分をご覧ください。蘭
亭序は王羲之が流觴曲水の宴の時に酔っ払って書いた
ということになっているのですが、あとで文章を校正
する際に訂正した文字の下にも元の文字を書いて、そ
れぞれの文字の濃淡まで再現しています。これぐらい
精密なことをやりますが、スライドの「左」という文
字をご覧ください。二画目の左払いが不自然です。双
鉤はしたのでしょうが、収筆付近に見られる渇筆の中
の細かな何本かの線に筆意、筆脈という合理性が無い
ので、ここの筆画は崩壊してレベルの低いものになっ
ています。これが姜夔が言うところの、摸は形は取り
やすいけれども、筆意を失うということの実情なので
しょう。よくはできていますが、摸本というのはそう
いう部分もあるのです。でも、これが書の古典中の古
典として今でも学ばれ、鑑賞されている。そこが書の
不思議で、面白いところでもあります。
それともう一つ、石碑などの拓本というものが書の
文化の中で語られるべき重要なものです。石碑という
ものは、石碑そのものを見るよりも、拓本によって見
ることがほとんどです。石碑は、肉筆による書丹と呼
ばれる下書きをもとにして刻されます。大体中国の
石碑に使う石は黒いですから、墨で書いてしまうと
真っ黒で見えないので、朱で書くので書丹なのです。
書丹をしてそれを刻したものから拓本を採るという行
為は、元の肉筆の文字から何段階か離れたコピーをし
ていることなのです。さらに、もとの石碑の拓本など
から翻刻や重刻と呼ばれるコピーを作ることがありま
す。翻刻は書物の翻刻と少し意味が異なりますが、い
ずれにせよ翻刻や重刻は原刻からはかなり距離があ
り、その拓本はさらに遠いコピーといえます。
西安の碑林博物館に現存している、唐の虞世南の
「孔子廟堂碑」という非常に有名な碑があります。書
を学ぶ人たちは誰もが知っていますし、必修の古典な
のですが、日本の三井文庫の中に唐の原刻碑の拓本で
はないかと言われているものがあります。しかし、唐
の原刻碑は、どうやら宋の頃には既に失われているの
で、三井文庫蔵のような唐原刻碑の拓本を元にして新
たに重刻の孔子廟堂碑を作りました。そのコピーの石
碑からまた拓本を採るのです。今、皆さんが西安に
行って御覧になる孔子廟堂碑は、唐の原刻碑の拓本
のコピーから作られた重刻というコピーの石碑なので
す。それでも、中国の人々は、目くじらを立てず、
この「陝西本」と呼ばれるコピー本の拓本を鑑賞した
り、勉強していました。それから後の元の時代になっ
て、山東省に「城武本」という重刻の碑が作られ、そ
こからも拓本が採られます。中国ではそれらが孔子廟
堂碑の拓本のオーソドックスなものとされてきまし
た。
最後に究極のコピーである代書、代筆の話をしま
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す。蘭亭序の作者である王羲之は、晩年には自分で書
を書かないようになります。王羲之には代書人がい
て、その人に書かせていたようです。その人は、王羲
之の書そっくりに書けたので、相手は王羲之の手紙を
もらったと言って喜ぶわけです。
それから、明治時代には、楊守敬という人物が日本
にやってきます。多くの碑版法帖を携えて来たので、
中国書法を伝えたといわれる人ですが、楊守敬は何人
もの代書人を帯同していたらしいのです。中国の書の
名人が来たということで、多くの揮毫の依頼がきま
す。そうすると悪びれることもなく、何人もの代書人
たちが楊守敬という名前を使って書を書いていきま
す。それでも誰も文句を言わなかったようです。大ら
かというか、非オリジナル性というか、これもまた書
の特徴なのかなと思います。これらのことから、中国
の歴代の名家らには、代書者、代筆者が存在していた
ことが想像できます。書においてオリジナルであるか
否かは、先ほどの蘭亭序を見ていただいてもわかる通
り、あまり問題になりません。その書を実際に誰が書
いたのかということより、誰が書いたことになってい
るかということの方が大事なのです。
明治時代の小山正太郎と岡倉天心のいわゆる「書は
美術ならず論争」の中でも、小山は書について、戦略
的な嘘もつくのですが、書の本質的なことを突く鋭い
ツッコミもたくさん入れています。小山も書というも
のは、書かれている文字より誰が書いたかの方が大事
だ、ということを指摘しています。それはそうかもし
れません。皆さんも食堂に行くと色紙が貼ってあるの
を目にしますよね。でも、書家の色紙って100%有り
ません。芸能人かスポーツ選手、あとは政治家が「志」
とか書いたものが貼られているわけです。
日本において、特に明治時代以降、石碑が盛んに作
られるようになります。皇族や華族らが揮毫したとい
うことになっている石碑も日本全国に数多く見られま
す。それらには、相当数代筆の疑いがあるものがあり
ます。その理由としては、書が君子の芸、先ほど徳泉
さんの方でマッチョなというお話が出ましたけど、書
が本来君子の芸であることと、先程指摘した非オリジ
ナル性が融合したその結果、その人の文字に似せる気
も必要も無いという代書、代筆の書や石碑が大量に制
作されていったという、すごいコピー文化を生んだか
らだと考えられます。
スライドは、香川県の綾川町というところに現存す
る、日高秩父が関係している石碑で、「主基齋田之碑」
というものです（図２）。来年は、現皇太子が即位し
ます。即位した年の大嘗祭の時に新穀を奉納すること
になっていて、そのお米を京都を真ん中にして東と西
に分け、東側に悠紀齋田、西側に主基齋田という二箇
所の田んぼを作ります。そこでお米を作って大嘗祭の
時に供えるということが準備されています。しかし、
まだそれらの田んぼをどこに作るのか選定されていま
せん。なぜなら来年の二月か三月に亀卜を行うので
す。亀の甲羅によって占いをして、主基齋田、悠紀齋
田の地を定めるということになっています。
スライドに見えるこれが主基齋田です。当初の主基
齋田は、現在の主基斎田の隣にあるのですが、それを
復元したのが現在の主基齋田で、ここで実際にお米を
作ったり、お祭りをしています。その傍らにある「主
基齋田碑」を見てみると、とても大きく立派なもので
あることがわかります。この碑の碑首付近に、伏見宮
図２　主基齋田の碑
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貞愛親王が書いたとされる「主基齋田碑」という扁額
形式になっている題額があるのですが、主基齋田碑の
前の案内板のところに、「貞愛親王の題額を請う」と
いうふうに書いてあります。つまり、主基齋田碑とい
う額は、貞愛親王伏見宮が書いたのだということが案
内板には示してあるのです。それから『金刀比羅宮二
於ケル御筆』という本の中に、碑の題額の写真ととも
に「伏見宮貞愛親王の御筆主基齋田の碑の御題字」と
いうようなことが書かれていて、誰も疑うことなくこ
れは伏見宮が書いたのだと思っていたわけです。
私たち東京学芸大学書道科の古い卒業生の方が、日
高秩父のお孫さんであるご縁から、日高の旧蔵品一式
を受贈しました。点数がおおよそ4,000件くらいあり
ましたが、学生らの協力を得ながら整理してゆきまし
た。その中に『三莫斎嘱書録』という、日高直筆の書
の注文に関する備忘録がありました。三莫斎というの
は日高の号です。日高は、内大臣秘書官として明治
天皇と大正天皇の側近でもありました。それから昭和
天皇の書の師でもあります。同時に梨本宮だとか小
松宮の家令、執事頭を勤めている人だったためか、日
高には揮毫の依頼がたくさんありました。日々、書を
書いて、その書作には嘱書料というギャランティーが
発生するのですが、とてもマメな人で、いつ書の依頼
があって、いつそれを相手に渡したか、嘱書料がいく
らであったかということなどを長い期間にわたって書
いてるのです。ご覧いただいている嘱書録のここのと
ころには、はっきりと「伏見宮御下命、主基齋田之碑
題額」というのがあって、ここにギャランティーが一
円と記されています。隣の陸軍からの嘱書料が四十円
なので、いささか安いですね。これは親王の御下命だ
から、お金のことを言っちゃいけない。名誉ですから
ね。ここの箇所に見えるマル印は、どうも書が完成し
て渡したという意味らしいです。それが６月15日とい
うことで、これらから日高が明らかに代筆したという
ことがわかります。日高の作品をたくさん見てきた人
であれば納得されると思いますが、この文字の書風も
明らかに日高のものです。宮様の字に似せる気は最初
から全然無いということ、しかし、公には堂々と伏見
の宮を名乗っている究極のコピーということになるで
しょう。
ただこのことには、ちょっと困ったことがありまし
て、このスライドの写真は昨年の秋に行ってきた時の
ものですが、主基齋田碑の前に秋篠宮御夫妻がお成り
になった、ということが石に刻されています。さら
に、主基斎田記念館というものを町で作っています。
その中の展示がこのようになっていて、まちおこしの
一環になっているのです。しかも、先程も申し上げた
ように主基斎田でお田植え祭というのをやって、人集
めをしているのですね。来年は新しい天皇が即位しま
すから、盛り上がるでしょう。そのような時期に、主
基斎田碑の題額は伏見宮の書いたものではない、とは
気が弱いので言えません。いろいろあるわけですけれ
ども、いつかはこれをちゃんと伝えなきゃいけないか
なと思っています。
本当に雑駁な話で申し訳ありませんでしたが、少し
まとめてみようと思います。まず、書とはその当時の
文字の規範をコピーするものである。規範というの
は、文字のかたち、すなわち字形だけではなく、特に
漢字の場合は意味的な事も含まれている。その規範の
コピーの技術を向上させて、君子の芸たる書へと展開
させてきたという歴史がある。また、書には規範を写
すさまざまのコピー文化が存在する。オリジナル性に
ついてはあまり問題となってこなかった。これらの書
に関する特質から、中国、日本において長く代書、代
筆が行われてきた、というようなことになるのでしょ
うか。
何よりここが大事なところだと思うのですが、毛筆
を使う書において、完全なコピーというものは不可能
です。ですが、一生懸命それをめざして皆がコピーを
してきたわけです。書におけるコピー文化を知ること
で、書の本質的な理解への切っ掛けができるのではな
いでしょうか。
ご清聴ありがとうございました。
